
Ｖｉｓｃｕｉｔ ビスケット

ビスケットでは、まず絵を描いて、その絵の「変化（動き）」の仕方を
「メガネ」という部品を使ってコンピュータに教えてあげます。これに
よって、絵を動かすプログラムを作ることができます。



ビスケット（Ｖｉｓｃｕｉｔ） 自分の作った絵を動かして楽しむというプログラムです





ステージ めがね置き場 部品置き場
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「絵を描く」をクリックするとお絵かき画面に移ります

カラーパレット

線の太さ

線の透明度

丸ボタン
お絵かき完成

戻るボタン
1つ前に戻る

カラーを水色、太さを小、透明度は一番左にしましょう。



水滴が上から下にうごくプログラムを作りましょう

①お絵かきで水滴を一つ描きます。

②丸ボタンで最初の画面に戻ります。

③部品置き場に描いた絵が出てきました。

④部品置き場から描いた絵の水滴を
ステージにドラッグ＆ドロップで適
当に配置しましょう。



⑤メガネをメガネ置き場にドラッグ
＆ドロップで置きます。

⑥次に部品置き場にある水滴を
メガネの左側に置きます。



⑦もう一度部品置き場の水滴を、
今度はメガネの右側に置きます。
その時に、左側の水滴の位置よ
り少し下側に配置します。

ステージでうまく水滴が上から下に動きましたか？

メガネの右側の水滴の位置をいろいろ変えてみましょう。
動きはどのように変わるでしょうか？



次は、簡単なアニメーションを作ってみましょう。
画面の一番左上の⇦をクリックしてはじめの画面に戻しましょう。

鳥が数羽飛んでいるアニメーションを作ります。

①お絵かきで羽を上に羽ばたいている絵を描きます。



②羽を上に閉じている絵を描きます。

③ステージに羽ばたいている絵を
何羽か配置します。



④メガネを2つメガネ置き場に配置します。

⑤羽ばたいている鳥の絵を上のメガネには左に、下のメガネには右に配置します。

⑥閉じている鳥の絵を上のメガネには右に、下のメガネには左に配置します。



ビスケットはただ単に自分の作った絵が動くというプログラム
ですが、その動きを楽しむプログラムなのです。

授業で利用するときは、コードを入手して行うと、作ったプログラムを
保存したり、みんなのプログラムを見たりすることができます。

ビスケットをおしえるの
「授業やワークショップ
を実施する」をクリック
します。

学校でビスケット3
の「このリンク」
部分をクリック
します。

8桁のコードが発
行されます。
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